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日
本
銀
行
が
事
務
局
を
務
め
る
「
金
融
広
報
中
央
委
員
会
」（
愛
称
：
知
る
ぽ
る
と
）
は
、
都
道
府
県

の
金
融
広
報
委
員
会
や
政
府
、
地
方
公
共
団
体
、
金
融
・
経
済
団
体
等
と
協
力
し
て
、
国
民
の
皆
さ
ま

に
対
し
て
、
中
立
・
公
正
な
立
場
か
ら
金
融
経
済
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
委
員
会
の
機
能
は
、
本

年
中
に
、
法
律
に
基
づ
い
て
新
た
に
設
立
さ
れ
る
「
金
融
経
済
教
育
推
進
機
構
」
に
移
管
・
承
継
さ
れ

ま
す
。
同
機
構
で
は
、
官
民
の
力
を
結
集
し
て
、
金
融
経
済
教
育
を
拡
充
し
て
い
く
こ
と
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
前
身
で
あ
る
「
貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
」
が
創
設
さ
れ
て
以
来
、
七
二
年
間

の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
当
委
員
会
の
歩
み
を
時
代
と
と
も
に
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

七
二
年
間
の
金
融
広
報
中
央
委
員
会
の
歩
み

金
融
広
報
中
央
委
員
会

戦
後
復
興
に
お
け
る

貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
の
設
立

　

第
二
次
世
界
大
戦
直
後
、
日
本
で
は
、
イ

ン
フ
レ
の
抑
制
の
た
め
に
政
府
と
日
本
銀
行

主
導
の
下
で
、
全
国
的
な
規
模
の
「
救
国
貯

蓄
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

貯
蓄
の
推
進
に
よ
っ
て
消
費
を
抑
制
し
て
、

イ
ン
フ
レ
の
収
束
を
図
る
と
と
も
に
、
通
貨

の
信
認
を
回
復
さ
せ
る
た
め
の
啓
蒙
活
動
を

目
的
と
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
、
駅
や
路

面
電
車
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
人
の
目
に
付
く
と

こ
ろ
に
、
貯
蓄
を
奨
励
す
る
た
め
の
標
語
を

（上）岡山駅舎に掲げられた岡山地方通貨安
定推進委員会のポスター
（中）昭和 22年（1947）3月、岡山地方通
貨安定推進委員会による路面電車での救国
貯蓄運動の宣伝
（下）戦後、日本銀行の支店の職員がトラッ
クに乗り込み、市民に対してマイクで貯蓄を
呼びかける様子
� （出典：日本銀行金融研究所アーカイブ）
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掲
げ
て
い
ま
し
た
。「
イ
ン
フ
レ
の
波
に
流
す

な
汗
の
金
」
は
一
般
に
募
集
し
た
標
語
で
、

一
等
入
選
の
作
品
で
す
。	

　

貯
蓄
を
全
国
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
た

め
に
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
に
設

立
さ
れ
た
の
が
「
貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
」

で
す
。
設
立
時
の
声
明
で
は
「
名
実
と
も
に

独
立
国
家
と
し
て
の
地
歩
を
築
き
、
経
済
基

盤
の
充
実
発
展
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
全

国
民
が
一
致
し
て
倹
約
貯
蓄
に
努
め
、
資
本

の
蓄
積
を
図
る
こ
と
が
喫
緊
の
急
務
で
あ
る
」

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
委
員
会
発
足
当
初
に

実
施
さ
れ
た
「
独
立
記
念
特
別
貯
蓄
運
動
」

の
ポ
ス
タ
ー
に
は
、「
独
立
の
基
礎
を
貯
蓄
で
」

「
み
な
さ
ん
一
日
十
円
は
貯
蓄
し
ま
し
ょ
う　

企
業
は
資
本
を
充
実
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

標
語
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
に
な
る
と

日
本
は
高
度
成
長
期
へ
と
入
り
ま
す
。
そ
の

初
期
の
「
神
武
景
気
」
と
呼
ば
れ
る
景
気
拡

大
期
に
お
い
て
は
、
設
備
投
資
や
個
人
消
費

な
ど
の
国
内
需
要
が
高
ま
っ
て
輸
入
が
増
加

し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
国
際
収
支

が
赤
字
に
な
っ
て
国
全
体
の
外
貨
が
不
足
し

ま
し
た
。
そ
の
頃
に
行
わ
れ
た
の
が
「
輸
出

振
興
・
外
貨
節
約
」
の
貯
蓄
運
動
で
す
。
当

時
の
ポ
ス
タ
ー
に
は
「
貯
蓄
で
安
定　

輸
出

で
発
展
」「
あ
な
た
の
節
約
で
輸
入
を
へ
ら
し

　

あ
な
た
の
貯
蓄
で
輸
出
を
ふ
や
す
」
と
の

標
語
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

貯蓄増強中央委員会による独立記念特別貯蓄運動のポスター（昭和
27年〈1952〉、左は第１次、右は第２次）（金融広報中央委員会所蔵）

貯蓄増強中央委員会のポスター（昭和 32年〈1957〉）
� （金融広報中央委員会所蔵）
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そ
の
後
も
経
済
成
長
は
続
き
、
昭
和

三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
十
二
月
に
は
、
当

時
の
池
田
勇
人
内
閣
が
「
国
民
所
得
倍
増
計

画
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
時
代
を

象
徴
す
る
言
葉
の
ひ
と
つ
に
「
消
費
は
美
徳
」

が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
家
庭
が
欧
米
並
み
の

豊
か
さ
を
求
め
た
こ
と
で
、「
三
種
の
神
器
」

と
言
わ
れ
た
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
白
黒
テ
レ

ビ
が
、
急
速
に
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。
国

民
の
生
活
意
識
も
、
自
分
の
生
活
を
大
事
に

し
て
楽
し
む
方
向
に
傾
斜
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
下
、
貯
蓄
増
強
中

央
委
員
会
は
、
貯
蓄
と
消
費
は
対
立
す
る
も

の
で
は
な
く
、
現
在
の
貯
蓄
は
将
来
の
消
費

に
つ
な
が
る
と
し
て
、「
計
画
貯
蓄
」
を
奨
励

す
る
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
当
時
の
呼
び

か
け
の
言
葉
に
は
「
あ
す
の
し
あ
わ
せ
、
そ

だ
て
る
貯
蓄
」「
ゆ
た
か
な
く
ら
し
、
貯
蓄
で

き
ず
く
」
な
ど
貯
蓄
が
将
来
の
希
望
に
つ
な

が
る
よ
う
な
明
る
い
も
の
が
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

田
中
角
栄
内
閣
に
よ
る
「
日
本
列
島
改
造
」

ブ
ー
ム
の
中
、昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）、

第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
し
ま
し
た
。

日
本
は
、「
モ
ノ
不
足
」「
狂
乱
物
価
」
と
呼

ば
れ
る
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
、
国
内
の
需

要
を
抑
制
す
る
た
め
の
強
力
な
経
済
政
策
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会

は
、
こ
う
し
た
政
策
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
形

で
、
①
消
費
の
抑
制
と
貯
蓄
の
実
践
が
物
価

上
昇
に
強
力
な
抑
制
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
、

②
生
活
安
定
の
見
地
か
ら
、
国
民
一
人
ひ
と

り
が
い
ま
一
度
生
活
を
見
直
し
、
健
全
で
合

理
的
な
生
活
態
度
を
徹
底
し
、
物
も
お
金
も

大
切
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
を
重
点
的

に
訴
え
る
「
物
価
抑
制
特
別
貯
蓄
運
動
」
を

全
国
的
・
集
中
的
に
展
開
し
ま
し
た
。
当
時

は
「
貯
蓄
で
守
ろ
う
わ
れ
ら
の
く
ら
し
」「
貯

蓄
で
築
こ
う
物
価
の
と
り
で
」
と
い
う
生
活

を
防
衛
す
る
た
め
に
貯
蓄
の
重
要
性
を
訴
え

る
標
語
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
に
は
第
二

次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
し
ま
し
た
。
二
度

に
わ
た
る
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
発
生
な
ど
、
経

済
環
境
の
変
化
が
激
し
く
な
っ
た
こ
と
を
受

け
て
、
国
民
は
、
経
済
全
般
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
、
情
報
を
選
別
す
る
必
要
性
を
意

識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
長
期

生
活
設
計
へ
の
関
心
が
高
ま
る
と
と
も
に
、

経
済
・
金
融
全
般
に
関
す
る
知
識
・
情
報
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
貯
蓄
増
強
中
央

委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）

以
降
、
①
金
融
経
済
情
報
の
提
供
、
②
生
活

設
計
の
勧
め
、
③
金
銭
教
育
の
普
及
を
活
動

の
三
本
柱
と
し
ま
し
た
。

貿
易
黒
字
の
拡
大
と

貯
蓄
広
報
中
央
委
員
会
へ
の
名
称
変
更

　
一
九
八
〇
年
代
入
り
後
は
、
貿
易
黒
字
が
拡

大
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、諸
外
国
か
ら
は
、

個
別
品
目
ご
と
に
輸
入
促
進
や
市
場
開
放
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば

に
は
、
米
国
を
中
心
に
内
需
拡
大
政
策
の
実
施

（出典 :長岡市政ライブラリー「広報やまこし」昭和49年〈1974〉3月第69号）
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グ
バ
ン
」
が
提
唱
さ
れ
、
投
資
信
託
の
銀
行
窓

口
で
の
販
売
開
始
や
外
国
為
替
業
務
の
完
全
自

由
化
（
Ｆ
Ｘ
取
引
の
誕
生
）
な
ど
、
一
連
の
金

融
シ
ス
テ
ム
改
革
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
金
融
自
由
化
を
受
け
て
、
金
融
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
進
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
金
融
商

品
が
提
供
さ
れ
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
な
る

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
資
産
運
用
の
自
由
度
が
高
ま
る
半

面
、
そ
の
結
果
に
対
し
て
自
己
責
任
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
中
立
・
公
正
な
立
場
か
ら
提
供
さ
れ
る
金

融
関
連
の
知
識
・
情
報
に
対
す
る
国
民
の
ニ
ー

ズ
が
一
層
増
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

金
融
自
由
化
の
中
で
の

金
融
広
報
中
央
委
員
会
へ
の
名
称
変
更

　

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
六
月
の
大
蔵

省
の
金
融
審
議
会
の
答
申
（「
二
一
世
紀
を
支

え
る
金
融
の
新
し
い
枠
組
み
に
つ
い
て
」）
で

は
、「
消
費
者
が
主
体
的
に
商
品
を
選
択
し
、

そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
て
い
く
た
め
に
は
、

消
費
者
が
金
融
の
仕
組
み
や
取
引
ル
ー
ル
等

に
対
す
る
知
識
を
深
め
、
多
数
の
選
択
肢
の

中
で
そ
の
商
品
が
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
か
を
理
解
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と

が
基
本
で
あ
る
。（
中
略
）
貯
蓄
広
報
中
央
委

員
会
・
都
道
府
県
貯
蓄
広
報
委
員
会
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
消
費
者
教
育
を
体

系
的
・
効
率
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
の
下
、
平
成
十
三
年

（
二
〇
〇
一
）
四
月
に
、「
貯
蓄
広
報
中
央
委
員

会
」
は
「
金
融
広
報
中
央
委
員
会
」
に
名
称

変
更
し
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
中
立
・

公
正
な
立
場
か
ら
「
金
融
に
関
す
る
広
報
又

は
消
費
者
教
育
活
動
」
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
位
置
付
け
ま
し
た
。

　

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
四
月
に
は
、

ペ
イ
オ
フ
が
全
面
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
は
、
金
融
機
関
が
破
綻
し
て
も
、
一
時

的
な
措
置
と
し
て
預
金
は
全
額
保
護
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
ペ
イ
オ
フ
の
全
面
解
禁
後
は
、

定
期
預
金
や
利
息
の
付
く
普
通
預
金
等
の
一

般
預
金
等
で
あ
れ
ば
、
預
金
者
一
人
当
た

り
、
一
金
融
機
関
ご
と
に
合
算
さ
れ
、
元
本

一
〇
〇
〇
万
円
ま
で
と
破
綻
日
ま
で
の
利
息

等
の
み
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

金
融
広
報
中
央
委
員
会
は
、
こ
の
年
を
「
金

融
教
育
元
年
」
と
位
置
付
け
て
、
特
に
学
校

に
お
け
る
金
融
教
育
の
推
進
に
重
点
を
置
い

や
国
内
規
制
改
革
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
特
に
米
国
か
ら
は
、
日
本
の
高
水
準

の
貯
蓄
が
批
判
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
人
が
貯
蓄

を
減
ら
し
、
も
っ
と
物
を
買
え
ば
、
日
本
の
輸

入
は
増
加
し
て
、
日
本
の
産
業
の
輸
出
依
存
度

は
低
下
す
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
主
張
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
の
中
で
、
昭
和
六
十
三
年

（
一
九
八
八
）
四
月
に
、「
貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
」

は
「
貯
蓄
広
報
中
央
委
員
会
」
に
名
称
が
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
声
明
文
で
は
、「『
貯
蓄

増
強
』
と
い
う
言
葉
は
、
現
在
の
貯
蓄
運
動
の

内
容
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
当
中

央
委
員
会
は
、
活
動
の
実
態
が
よ
り
正
し
く
理

解
さ
れ
、
貯
蓄
運
動
が
一
層
の
高
ま
り
と
効
果

を
上
げ
る
た
め
、
活
動
の
実
態
に
ふ
さ
わ
し
い

名
称
に
改
め
る
こ
と
が
適
当
と
判
断
し
た
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

貯
蓄
広
報
中
央
委
員
会
の
活
動
は
、
消
費
や

資
産
形
成
も
視
野
に
入
れ
た
合
理
的
な
生
活
設

計
づ
く
り
を
目
指
す
幅
広
い
広
報
活
動
を
展
開

す
る
も
の
で
し
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
金
融
自
由
化
が
進

展
し
ま
す
。
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
は
銀

行
・
信
託
・
証
券
の
相
互
参
入
、
平
成
六
年

（
一
九
九
四
）
に
は
預
金
金
利
の
完
全
自
由
化
、

平
成
八
年（
一
九
九
六
）に
は「
日
本
版
金
融
ビ
ッ



NICHIGIN 2024 NO.7725

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
後
、
世
界
各
国
で

個
人
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
が
重
要

な
課
題
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
日
本
で
も
、
平
成
二
十
六
年

（
二
〇
一
四
）
に
金
融
広
報
中
央
委
員
会
が
事

務
局
を
務
め
る
「
金
融
経
済
教
育
推
進
会
議
」

が
「
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
・
マ
ッ
プ
」
を
公
表

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
最
低
限
身
に
付
け
る

べ
き
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
」
の
内
容
を
具
体
化

し
て
、
年
齢
層
別
、
分
野
別
に
整
理
し
た
も

の
で
、
金
融
広
報
中

央
委
員
会
を
含
む
関

係
団
体
の
活
動
指
針

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
対
面

で
の
活
動
が
制
限
さ

れ
る
中
、
令
和
三
年

（
二
〇
二
一
）
に
は
、

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座

「
マ
ネ
ビ
タ
」
を
制

作
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
金
融
広
報
中
央

委
員
会
の
ほ
か
、
日

本
証
券
業
協
会
、
全

国
銀
行
協
会
を
は
じ

め
と
す
る
多
く
の
金

融
関
係
団
体
、さ
ら
に
は
金
融
庁
、消
費
者
庁
、

厚
生
労
働
省
と
い
っ
た
官
庁
な
ど
、
金
融
経

済
教
育
の
専
門
家
が
連
携
し
て
制
作
し
た
無

料
の
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
で
す
。
基
本
的
な
内

容
が
分
か
り
や
す
く
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と

ま
っ
て
い
ま
す
。
金
融
広
報
中
央
委
員
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
やY

ouT
ube

で
も
一
般
公

開
を
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
ご
視
聴

く
だ
さ
い
。

金
融
経
済
教
育
推
進
機
構
へ
の

移
管
・
承
継

　

金
融
広
報
中
央
委
員
会
は
、
昭
和
二
十
七

年
（
一
九
五
二
）
の
設
立
以
来
、
時
代
の
変

化
と
と
も
に
名
称
と
活
動
内
容
を
変
化
さ
せ

て
き
ま
し
た
。
本
年
中
に
は
、
新
た
に
設
立

さ
れ
る
「
金
融
経
済
教
育
推
進
機
構
」
に
そ

の
機
能
が
移
管
・
承
継
さ
れ
、
そ
の
後
解
散

し
、
七
二
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
す
。
金

融
経
済
教
育
推
進
機
構
と
い
う
新
た
な
活
動

の
場
に
移
っ
て
も
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
対
し

て
、
中
立
・
公
正
な
立
場
か
ら
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
充
実
し
た
金
融
経
済
教
育
を
お
届
け

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

た
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
成

果
の
ひ
と
つ
が
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）

に
公
表
し
た
「
金
融
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で

す
。
全
国
の
学
校
の
先
生
方
に
金
融
教
育
を

行
う
際
の
体
系
書
と
し
て
使
っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
も
の
で
、
金
融
教
育
の
目
的
・
内
容
、

年
齢
層
別
の
目
標
、
学
校
の
授
業
で
金
融
教

育
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
の
方
法
や
実
践

事
例
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
に
発
生
し
た

金融経済教育推進会議の eラーニング講座「マネビタ」。詳細はこちらから




